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論文題目 
 
特色ある酪農の経営環境に関する研究 
 

（論文内容の要旨） 
 

本論文は，日本の酪農が持続可能な産業へ転換するための方策として，環境負荷や

動物福祉に配慮した「特色ある酪農」に注目し，その展開の可能性を，経営環境から

評価した結果をまとめたもので，序章と結章を含む７章からなる。 

序章は，研究の背景と問題意識として，日本の酪農が，これまでの生産・流通の効

率性追求から，持続可能な酪農へ転換するためには，特色ある酪農経営を内包する制

度改革と特色ある牛乳・乳製品を支持する需要の創出が必要であることを強調し，こ

れらを課題とした本論文の意義を述べている。 

第1章は，戦後の日本の酪農が生産・流通の効率化を追求してきた経緯と，それに

伴い生じた持続可能性の問題を述べ，その解決における特色ある酪農経営の意義と取

り組みを紹介している。 

第2章は，文献および関連資料の調査を通じて，戦後の酪農政策・制度の特質を明ら

かにした上で，2015年から本格的な議論が開始され2018年から施行された改正「畜産物

の経営安定に関する法律」とそれに基づく施策を，特色ある酪農の立場から評価し，制

度改正が，多様な酪農経営や流通・販売を，例外的に認めるに留まっている現状を指摘

している。 

第３章は，制度・政策が改善されたとしても，特色ある酪農が成立・展開するために

は，それを支持する消費者の存在が不可欠として，特色ある牛乳に対する消費者の認

知・選好を分析している．すなわち，牛乳消費者を対象としたアンケート調査を実施

し，特色ある牛乳の商品属性に対する限界支払意思額の分布を推定するとともに，消費

者セグメンテーション分析によって，特色ある牛乳を支持する消費者の特定とその特徴

を明らかにしている。結果として，特色ある牛乳を支持する消費者は確実に存在するも

のの，大半の消費者が牛乳に無関心である現状を明らかにしている。 

第4章は，特色ある牛乳の乳製品を通じた需要拡大の可能性を検討するために，バタ

ー消費者を対象とした国産バターと輸入品の選択実験を行い，国産に対する消費者の強

い支持を確認しながらも，グラスフェッド（牧草飼料）の認知が進むことで，その競争

関係を変化させる可能性があること，牛乳消費者と比べてバター消費者の方が特色ある

牛乳の潜在的需要者として有望であることを明らかにしている。 

第5章は，特色ある酪農が今後展開する足掛かりとして牛乳・バター以上に期待され

る日本チーズの事業展開の可能性について，小規模チーズ工房に対する実態調査から，

そのバリューチェーンの現状を明らかにし，必要とされる政策的支援や先進的工房間の

連携といった新たな展開の可能性を述べている。 

結章では，各章で示された主要な成果のまとめと考察を行い，日本の酪農が持

続可能性を高めるための課題と方向性を述べている。 

 



（ 続紙 ２ ） 

（論文審査の結果の要旨） 

 

戦後，日本の酪農は，牛乳の低価格安定供給を実現し，国民の栄養改善に貢献し

てきた。しかしながら，牛乳生産の実態は，輸入飼料に依存した高密度舎飼い飼養

で，畜産糞尿問題や動物福祉問題だけでなく，飼料原料高騰による収益率低下の問

題も生じている。処理・加工・流通の効率性の追求による牛乳の食味の単一化は，

牛乳の消費文化の向上を阻んできた。そうした，酪農の現状に異を唱え，放牧や，

自然環境や動物福祉への配慮，牛乳本来の風味の提供などを謳った「特色ある酪

農」を志す酪農経営も出現してきた。 

本論文は，こうした特色ある酪農の展開の可能性を，その経営環境に焦点をあてて

分析したもので，以下の四点から評価される。 

第一に，日本の酪農の制度・政策を特色ある酪農の立場から評価し，現行制度が効

率性を極度に追求した統制的需給管理であって，牛乳・乳製品の多様化には馴染まな

いことを指摘している。この指摘は，単なる規制緩和の限界を示すもので，現在進め

られている酪農制度改革に，多様性と効率性のバランスをとる制度的枠組みの見直し

の必要性という重要な視点を与えている。 

第二に，牛乳の商品属性に対する消費者の限界支払意思額を推定し，消費文化の未

成熟さや無関心さが指摘されてきた日本の牛乳消費者市場の現状を定量的に明らかに

している。この結果は，特色ある牛乳の商品属性が消費者には理解されないことを意

味し，消費者に牛乳の食味の違いや酪農の現状を伝える必要性が指摘されるととも

に，論文では，そうした訴求の対象とすべき消費者セグメントの特定も行っている。 

第三に，バターの消費者を被験者とした選択実験と特色ある牛乳の選好分析を行

い，バター消費者は特色ある牛乳を支持する可能性が高いことと，情報提供によりグ

ラスフェッド（放牧飼養）バターを高く評価することを明らかにしている。この結果

は，牛乳の風味の違いが顕著であるバターを通じて，特色ある酪農の訴求を行うこと

の可能性を示唆する一方で，牛乳に比較的関心の高いバター消費者に対しても，牛乳

や酪農の現状についての情報提供の努力が必要なことが指摘されている。 

第四に，バター以上に牛乳の風味が如実に反映する工房製ナチュラルチーズを足掛

かりとして特色ある酪農が展開する可能性について，小規模チーズ工房の取り組みに

ついて実態調査を行い，政策的支援は不完全ながら，それらを各工房の創意工夫や工

房間の連携で克服しつつ前進している現状を明らかにしている。 

以上，本論文は，これまで需給関係に重点を置いてきた牛乳・乳製品市場に関する

研究に，地球環境学の立場から持続可能性という新たな視座を加えた。そこから，効

率的安定供給の枠組みを堅持してきた制度・政策の根幹を見直す必要性を指摘し，慎

重な統計分析で消費者の認知や選好を把握することで，特色ある酪農経営に対しても

具体的な指針を与えている。 

よって本論文は博士（地球環境学）の学位論文として価値あるものと認める。ま

た，令和2年12月2日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行った結果，合

格と認めた。 
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